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要 旨 ：場所 打ちコ ン ク リ
ー

ト杭 にお い て ，コ ン ク リ
ー

ト打 込 み 後 に鉄 筋龍 を 挿入 す る 工 法 の 実 現 性 の 確 認 を

目的として，最も条件の 厳 しい 夏期 で の 実験を行 っ た 。
コ ン ク リ

ー
トに は，コ ン ク リート温度30℃ 以上で練

上 りか ら 3 時間以 上 の 時 点 で 鉄筋籠 の 挿入 性 の 確保が 要求 され た。こ の た め，コ ン ク リートに流動化剤 に加

え て
， 超遅延性の 減水剤を使 用 し た 試験練 りを行い ，フ レ ッ シ ュ 性状，貫 入 抵抗及 び 強度性状 を砲認 し，施

工 に支障の 無 い こ と を確 認 した 。 ま た，施 工 した杭 の 構造体の 各種性状が 良好 で あ る こ とを確認 した 。

キーワ
ード ： 貫入 抵抗，流動化剤，超遅延性 減水 剤，試 験杭，夏期施工

〜．はじめに

　本研究 で は，工期 短縮 な ど を目的 と して コ ン ク リート

打 込 み 後 に 鉄筋傭を挿入する場所打 ちコ ン ク リ
ー

ト杭

工 法を検討 し て い る。本工 法は ，冬期 で の 施 工 実験に お

い て ，
ス ラ ン プフ ロ

ー
を 5U7 ．5cm と した流動化 コ ン ク

リ
ート 1｝

を用い る こ とに よ り，そ の 実現性が確認 され て

お り，本 工 法 を確 立 す る た め，夏期 の 施 工 実 験 を行 っ た 。

　使用す る コ ン ク リ
ー

トの 要求性能は，高 い 流動性 と分

離抵抗性及び鉄筋籠の 挿入性 で ある。さらに，コ ン ク リ

ート温度 30℃ 以 上 の 条件 下 で，べ 一ス コ ン ク リ
ー

トの 練

上 りか ら 3 時間以 上経過 した時点 にお け る鉄筋籠の 挿入

性 の 確保 で ある 。 こ こ で は，夏期にお け る 実験検討に よ

り得 られ た 知見に つ い て 報告を行 う。

2．実験櫨要

　室内試験に て調合検討を行い ， 基本調合を選 定 し， 選

定 した調合に て 実機試験 を行 い ，施 工 性 に 関わ る各種性

状 の 確 認 を 行 っ た 。

　次に，施 工 実験 に おい て フ レ ッ シ ュ 時 の 各種性状及び

鉄 筋籠の 挿入性 を確認 し，また，杭 の 構造 体コ ン ク リー

トの 強度性状 ， 切断面 の 充填性 を確認 した 。

3．室内試験

3．1 実験 目的及 び実験要 因

　室内試験 で は 主に 超遅延性 の 減水剤 が コ ン ク リー ト

の フ レ ッ シ ュ 性状， 貫入 抵抗性状に及ぼす影響を確認 し

た 。 fl に実験 の 要因 と水準を示す 。

3．2 使用材料及び講合

　 コ ン ク リートの 種類と調合を表一2に 示 す。セ メ ン トに

普 通 ボル トラン ドセ メ ン ト（密度 3．15g／cm3 ）を，細骨材 に

栃木県佐野産砕砂 （粗 目），千葉県成 田 産山砂 （細 目）を，

粗骨材に 栃木県佐野産砕 石 を使用 した 。 また，混和剤 に

は い ずれ も JIS　A　6204 に 準拠 す る，ポ リカ ル ボ ン 酸 系

の 高性能 AE 減水剤遅延形，多糖誘導体をプ レ ミ ッ ク ス

し た 特殊増粘剤入 りポ リカ ル ボ ン 酸系 の 流動化剤
2），及

び グル コ ン 酸化合物 とリグ ニ ン ス ル ホ ン 酸化合物 の 複

合体を 主成分と し凝結遅延を 目的と した減水剤遅延形
⊃）

（以 下，超 遅 延 性 減 水 剤 と称 す ） を使 用 した。

　べ 一
ス コ ン ク リ

ー
ト （記号 NB ） の 目標 ス ラ ン プ を

21±2cm ，流動剤及び こ れ に超遅延性減水剤 を添加 した コ

ン ク リー ト（記号 R 及 び C）の 目標 ス ラ ン プ フ ロ
ー

を

55±7．5Ctnと し，
い ずれも空気量 45土L5％ とな る よう混和

剤 の 量を 調整 した e

3．3 練混ぜ方法

　容量 60L 強制二 軸 ミ キサ に て 粗骨材，砂，セ メ ン トを

空練 り後，水，混和剤 を投入 し60秒 間 練 り混ぜ て 冊 を，

これ に流動化剤を添加 し 30秒練り混ぜ て R を， さらに

超 遅延性減水剤 を 添加 し 30秒練り混 ぜ て C を製造 した 。

　　　　表
一1 実験の 夏因 と水準

　　　　　表一2　コ ンクリ
ートの種類と■合
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3．4 試験項目及び方法

　試験項 目及 び方法を表一3 に示す。試験 は室 内に お

い て 温度 295 〜30．5℃ の 雰囲気で 行 っ た
。 貫入抵抗 は

供試体 コ ン ク リートを上 面の 内径 38cm ，深 さ 45cm

の 容器 に満た し，図一1に 示 す貫入 計を 1回 の 試験 につ

き 1〜2 箇所 ，8cm 以上の 間隔を取 り貫入 した 。 貫入

計 は プ ロ ク タ ー
貫入 計の 貫入 部 を 断面 2x2cm の 角形

棒状鋼材 に変更 し，コ ン ク リ
ート中の 粗骨材 （最大寸

法 2（  ）の 抵抗を考慮 し た 形状 の もの と した。

3，5 実験結果及び考察

（1）フ レ ッ シュ 時の 各種性状

　貫入 抵抗試験 に供 した コ ン ク リ
ー

トの 練 上 り時 に お

ける フ レ ッ シ ュ 時の 各種性状を表→ に示 す 。
C2 でや や

ス ラ ン プ フ ロ
ー

値 の 大きい 結果 と な っ た が 分離は 認 め

られ ず，そ の 他 の 性状に 大きな違い はなか っ た。

（2）貫入抵抗性状

　R1，　R2，　C1，　C2 に お い て，抵抗が生 じ始めた経時 120

分 とそ れ 以 降の 160分及 び 200 分 の 試 験 結果 に て 検討 を

行っ た。た だ し，C2 の 経時 200 分 の 結果 は，ブ リーデ ィ

ン グ量が過大 とな っ た た め，除外 した。

　Rl ，　 R2，　 C1 の 計測値差が 大きく なつ た経時 200 分 で

の 貫入 計 の 貫入 深 さ h と貫入 抵抗 R の 関係を図
一2に 示す。

R は，貫入 計銅材先 端 の 支圧 的抵 抗 と側 面 の 摩擦的抵抗

及 び 貫 入 計銅材 の 貫入部分 の 浮力の 和で あり，貫入深 さ

L の
一

次関数と し，（1）式で 表す こ とがで きる
a）

e

抗係数 が 目標値の 0 に近 い 値で あっ た
。

　粗骨材 か さ容積 を減少 させ た 場 合 に コ ン ク リ
ー

トの

静弾性係数が 小 さく なる傾向が あ る た め
5 ｝，こ こ で は レ

デ ィ
ーミ ク ス ト コ ン ク リ

ー
ト工 場 の 粗骨材 か さ容積 の

実績値 0．557 （m3tm3 ）を採用 し ， 超遅延性減水剤添加量を

CxO．3％ として，こ れを実機試験の 基本調合と した 。

表一3　試験項 目及び方法

試験項 目 試 験方法

ス ラン プ 齦SA1101

ス ランプ7 ロ ー JISA1150

空気量 JISA1128

温度 棒状温度計

貫入 抵抗

　 　 貫入計

（プロクター震入 計の

　 貫入部吏 更型 ）

粫

鵡

図一1 貫入計

R＝Ap ＋ τ Ψ L ＋
ρALxIO

’3

＝Ap ＋ （τ Ψ
＋ pAx1 σ

3
）L

R ： コ ン ク リ
ー

トか ら受 ける抵抗 の 大き さ（N）

A ：貫入 計鋼材の 断面積（cm う

Ψ ；貫入計鋼材断 面 の 周長（cm ）

p ：貫入 計鋼材先端 断 面 の 抵 抗応 力（N〆cm2 ）

T ； 貫入計鋼材表面 の 摩擦応力（N ／eml ）

p ： コ ン クリ
ー

ト比重

L ：貫入 計鋼材 の 貫入深 さ（cm ）

（1）

表一4　 フ レッ シュ 時の 各種性状

記 号
ス ランプ

（om 》

ス ラン プ

フ ロ ー｛cm ）

空 気 量

（％ ）

コ ンクリート

温度 （℃ ）

Rl27 ．555 ．5x52 ．03 ．5 28．0

R226 ．053 ，0x51 ．03 ．4 28．5

C125 ．552 ．Ox50 ．04 ．2 28．0
C226 ．557 ．Ox56 ．O4 ．5 2ao
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属
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200分鰻遇時 暗 9，

鬚
る　　δ

自 ir
’ 　

3

・
◆・

齢o，91

　AXp （y 切片）の 計測値が い ずれ も 0で ある こ とか ら，

原点を通 る
一

次 回帰を行 っ た。回帰直線 は高 い 相 関性 を

示 し， そ の 傾き （以 下，貫入抵抗係数とする）を貫入抵

抗性状の 指標と した 。 また，貫入抵抗係数が 0 で ある こ

と を鉄筋飛 の 挿 入 が 可能 な 目標値 と した 。

　経時 120 分，160 分及び 200 分 で の 貫入抵抗係数 と各要

因 の 関係 を図一3 及 び 図4 に示 す。粗骨材 か さ容積が 少

ない ほ ど貫入抵抗は小さく，既往の 文献 1 と同 様の 結果

を示 した。ま た，超遅延性減水剤 の 添加量の 増加 に 伴い

貫入抵抗 は小さくな り ， 粗骨材 か さ容 積が 0、557 （m3 ！m3 ）

で あつ て も，経時 3 時間 を越 え る 200 分 にお い て 貫入 抵

　　　　　 ．窯 　　　　　．．  ．

訣 ヨ重一一tt，．e
−6一Ω一？」

　 　 0　　　 5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30

　 　 　 　 　 　 　 　 貫 入 深 さ h （α h

　　　　　　　 図一2 貫 入 抵抗

　 　 5

1僅
餮

　 　 　 　 　 0，515　　　　　　　 0．557
　　　　　　 糧 骨 材 か さ容 積 ¢■

3
／軍の

図
一3　貫入抵抗係数 と粗骨材か さ容積 の 関係

54

　

　　
3
　

　　
2
　

　　
1
　
　　
0

（
琶
≧）

轍

騰
煽
望
く
頓

組骨材か さ審積

0．557（m3tm う一

ミ

華 12吩

暑 16e分
十 200分

　 　 　 　 　 　 　 　 O　　　 O，3　　　 0．6

　 　 　 　 　 　 　超遅菟性減水剤洳 量 （Cx 覧）

図
一4 貫入抵抗係敗と超遅冤性減水剤添加量の 関係

一272一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

4，実棍試験

4．1 実験 目的

　 レ デ ィ
ーミ ク ス トコ ン ク リー トエ 場 の 実機 ミ キサに

て コ ン ク リ
ー

トを製造 し，施工 性，貫入抵抗性状及び強

度性状を確認するこ とを目的と して実験を行 っ た
。

4．2 実験擬要

　実験 は ， 室内試験結果 に基づ き行 っ た Z シ リーズ と超

遅延性減水剤の 添加量を CxO．15％に減 じた P シ リ
ーズ の

2 回実施 した。天 候 は，Z シ リーズ が快晴 で ，気温 32〜

34℃，P シ リ
ーズ が 雨天で ， 気温 26℃ で あ っ た

。

4，3 使用材料及 び調合

　 コ ン ク リートの 種類と調合を表一5 に示す。使用材料，

目標の ス ラ ン プ
，
ス ラ ン プ フ ロ

ー
及び空気量は室内試験

と同 様 と し，高性能 AE 減水剤及び流動化剤を調整 した 。

4．4 練 混 ぜ 方法

　強制二 軸実機 ミキ サ に て ZB 及 び PB を製造 し．ア ジテ

ータ車 ドラ ム 内に 投入後，現場搬送時間を想定し 30 分

間無走行に て待機 した ． そ の 後 ，流動化剤をア ジテ ータ

車 ドラ ム に 添加 し 2分間攪拌 し 皿 及 び PR を製造後，

こ れ に 超遅延性 減水剤 を添 加 し 1 〜 2 分間 撹拌 し ZC 及

び PC を製造 した 。 貫入抵抗試験用 の コ ン クリ
ー

トは，

日射 に よ る 温度上 昇を避け る た め に 屋 外 の 日陰に 設置

し，外気温と同等の 温度にて養生 を行 っ た 。

4．5 試験項目及び方法

　試験 項 目及 び 方法 を表一6 に 示 す。貫入抵抗は ，各 コ ン

ク リ
ートの 経時変化 に応 じて適宜測定 した。

4．6 実験結果及 び考察

（1）フ レ ッ シ ュ 時の 各種性状

　 コ ン ク リ
ートの フ レ ッ シ ュ 時 の 各種性状を 表一7 に 示

す。室 内試験 時 と比 較 し，高性 能 AE 減水剤を CxO ．25％，

流動化剤を O．2ng／iri3増量す る こ とに よ り，目標 の 状態を

得る こ とが で きた。空気量は Z シ リ
ーズ、P シ リ

ーズの

い ずれ も，B ，　 R，　C の 順 に増加す る傾向が見られ，ア ジ

テ
ータ 車 ドラム に よる撹拌時の 空気の 巻込 み に は 注 意

が必要 と考 えられ る。

｛2）貫入挺抗性状

　ZB ，　 ZR ，　 ZC ，　 PR，　 PC の 貫入抵抗係数 と ZB 及 び PB

の 練上 りか らの 経過時間の 関係を図一5 に 示す。

　Z シ リーズ で は，ZB は経時 80分，
　 ZR は 200分，

　 ZC

は 360 分以 降 に 抵抗 が 生 じ始め て お り，ZC は 目標の 経

時 180分 を大き く上 回 る時間 に お い て 貫入 抵抗 性 を有 し

て い た 。 ZR は，目標を満た したが抵抗が 生 じ始 め て か

らの 貫 入抵抗係数の 増加傾 向 が 大 き い た め ， 夏期適用 に

お い て は打込み 時間の 管理 に 注意を要 す る と思 わ れ る。

　P シ リ
ーズで は，PR は経時 240分，　 PC は 360分以 降

に抵抗 を生 じ始 めて おり，い ずれ も目標の 経時 180分 を

上 回 る時間にお い て貫入抵抗性を有 して い た。こ の こ と

は，気温が 25℃以下の 標準期 で は，超遅延性減水剤 を 用

い る こ と な く，ス ラ ン プ フ ロ
ー

を 55土7．5cm と した流動

化 コ ン ク リ
ー

トの 使用 に よ り本 工 法 へ の 対応が 可能 で

あ る こ と を示唆 して い る 。

　ZR と PR は 同 じ調 合 で あ る が，コ ン ク リート温 度に

7℃ の 差があるため，抵抗 が生 じ始め る時間 に 40 分程度

の 差が 見 られ た 。 流動化剤の 添加量が同じで あ る   に

同様の 差 が 生 じ ると仮定すれ ば，
PC に お い て コ ン ク リv 一

ト温度が 7℃ 高い 34．5℃の 場合に，抵抗が生 じ始める時

間が 320r＝30040 ）分程度 で あ る と推 定 され る。こ の た め，

正℃ の 調合 で あ っ て も夏期に 対応可能な貫 入 抵抗性 が 得

られると考えられる。

表一5 コ ン ク リートの 種類と訓合

表一6 試験項目及び 方法

試験 項目 試験方法

スラン プ 鵡 A1101

ス ラン プ7 ロ
ー J1SA1150

フレツシュ
空気量 JISA1128

性 偵 温度 棒松温度計

貫入 捶抗
　　　貫入計
｛プロ クタ

ー貫入計の

　 貫入 部変更璽 ）

強 賦性 状 匪縮 強 度
JlSA1108
撮準養生

表一7　フ レ ッ シ ュ 時の各種性状

記 号
ス ラン プ

（crn）

ス ランプ

7 ロー（。m 》

空 気量

（％ ）

コ ン クリート

溘度（℃ 〕

気 温

（ヤ ）

ZB22 ．036 ．53 ．732 ．0

ZR26 ．05254 ．234032 鯉34

ZC25 ．548 ．54 ．633 ．5

PB2zo37 ．03 ．126 ρ

PR26 ．551 ．54 ．O27 ．026

PC27 ，056 ．04 ，427 ．5

（
層
り

＼
＝）
叔

騾

慝
垢

艱
く
儲

6543210

　0　　　80　　 160　　240　　320　　鱒 0　　480

　　　　　　　　 経時く分）
　 　 　 　 　 （ベース コ ン ケリート●上 り壷餉 ⊃

　 図
一5　貫入抵抗係数と経遇飼F間の闘係
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（3）強度性状

　Z シ リ
ーズ の コ ン ク リ

ー
トにつ い て，材齢 7 日及 び 28

日標準養生 での 圧 縮強度試験を行 っ た。図
一6 に そ の 結 果

を示 す 。 試験杭の 設計基準強度 は 30Nlmm2で あ り，材齢

28 日に て 33Nlmm2 の 強度が 求め られ たが，い ずれもこ

れを満足 した。ZC は他 と比 較 し材齢 7 日で の 圧縮強度

が 小 さく，強度発 現 の 遅延がみ られたが，28 目で の 圧縮

強度 は 大 き く，文 献 3 と同様 の 結 果 を示 し，こ れ は超 遅

延性減水剤 の 減水効果 に よ るもの と推察され る 。 PC は

ZC に 比 べ 超 遅 延 性減水剤 の 添加量が少ない た め，強度

発現性への 影響は ZC よ り小さい と考え られ た。

　以 上 より，施 工 実験 で 使用するコ ン ク リートは PC の

調合をべ 一ス に製造す る こ と と し た
。

5．施 工 実験

5．1 実験概 要

　施 工 手順 は，まず受入検査を完了したベ ー
ス コ ン ク リ

ートに 流 動 化 剤 及 び 超 遅 延 性 減水 剤 を 添加 し，目標の フ

レ ッ シ ュ 性状を満 たす コ ン ク リー トを製造 し， 次 に，コ

ン ク リートポ ン プ に て 打 ち込 み，コ ン ク リートの み の 杭

躯体 を構築 した後，鉄筋籠を挿入す る とい うもの で あ る。

　試験杭の 種類を表一8に 示す。杭長 を 2 種類設定 し，杭

1 は 施 工 法 の 確 認 を，杭 2 は載荷試 験 を，杭 3〜5 に つ い

て は同
一

日で の 連続施工 性 の 確認 を 目的と して 行 っ た 。

　試験杭の 施 工 は 8 月初旬に，番号順に連続 3 日間 で行

い
， 天 候は い ずれ も快晴 で気温 は 32．0〜355℃ で あ っ た。

ベ ース コ ン ク リートの 搬送は 全て 滞 りなく行 わ れ，現場

到 着時間 は 練上 りか ら 30〜40分 で あ っ た。

　試験杭 の 設計基準強度は 30NXmm2 で あ り，求 め られ る

標準養 生材齢 28 日に お け る圧 縮強度は 33Nfmm2，
コ ア

強度 （構造体 コ ン ク リート強度） は 30N  
2
で あ る。

5、3 試験杭施工計画及び実施

（1）使用材料及び調合

　使用材料は 試 験練 り時 と同様 と した。実施 調 合 を 表一9

に 示す。打込 み 時の 気温の 変化 に応 じ，流動化剤 の 添加

量 を 0．051［gXrn3単位 で 調 整 した （気 温 33〜35℃，1．35

kgin3）。ま た，全 試験杭 に コ ン ク リートJC を 打ち込 ん だ
。

〔2）試験内容

　 コ ン ク リートの 試験項 目及 び 方法を表一10 に 示 す。品

質管理 は試験練 り時 と同 様 に ， 荷卸 し時の JB の 管理値

をス ラ ン プ 21±2  m ，JC の 管理 値をス ラ ン プ フ ロ ー

55土 7．5cm，　JB，　 JC の 空気量をい ずれも 4．5±1．5％ と した 。

　 圧縮強度 は，標準養生材齢 28 日で の 試験の 他，コ ア

採 取 を杭断 面 中心 部 に て行 う こ とを 考慮 し，杭 2 に お い

て，現場封緘養生 に よる試験を実施 した。

　 コ ア 採 取 位 鍛及 び本 数 を 図
一7に，コ ア採取状況 を写 其

一1に示す 。 杭引抜きは材齢 42〜48 日に、コ ア採取 は材

齢 48〜50 日 に 行 っ た 。 採 取 した コ ア の 試駄 は材齢 61〜

63 日に 行い ，圧縮強度，静弾性係数を把握 した 。

706050

 

3020100

　

¢

匡
≧）

壥

斛
鐸
出

ZB 　　　　　 ZR 　　　　　 ZC
　 　 コ ン ク リート種 類

　　　図
一6 圧縮強度

表
一8　試験杭 の種類

杭番号 1　 　　 2 3　　 　 4　 　　 5

杭長 ω 16 10

備考
施工 法

確認

載荷
試 験

連続施 工

＊ 杭径 は φ62（  で 共通

　　　　　　　　 表
一9 実施調合

記号
wC

（軸 ）

訂 ●

（鴨 ⊃

W 　 　 C 　　 S　　 6　 　 Ad
か さ謇積

（m3 ／m
°1 （  ／m3 ）　 　 〔Cx ％

化 剤

　 m
°
）

濃 水剤

（C 箕 鴨）

J8o ，55744 ．551 ρ 180405866344 　 t35 曽 一

JCO ，55744 ．551 ．0190405866 … 　 　1．351 ．3噌1． O．15

表一10 試験項目及び方法

試 験項 目 試 験方法 備考

ス ラン プ JISAllO1

ス ランプフ ロー JISA1150

フレ ッシュ

　性状
温度 棒 状 温 度計

空気 1 』SA1128

性状 目視 鉄筋籠の 挿入性郷

田 陷強度 JISA1108 標準，現場封縅養生
傘

強度 性 状 コア 圧縮強度 JISA1107

静弾性係数 還SA1149

充填性 目視 杭4先端部

率 　 2に おい て 材齢28日．35日（載 荷試 験 日）及 　56日にて瑚途　施

　

杭

杭

杭

杭

鮎

杭

　　　　図
一ア　杭躯体 コ ア 採取 位 置 及 び 本 数
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5．4 コ ン ク リ
ートの 各種性状

（1）フ レ ッ シ ュ 時の 各種性状

　JB の 荷卸時の 試験 は 1 日 1 回 以上 計 5回行 っ た 。
ス ラ

ン プ 及 び 空気量 は，い ずれ も品質管理 値を満 足 した。

　表
一11に JC の フ レ ッ シ ュ 試験の 結果を示 す。試験は 全

車計 7 台 にっ い て行 い ，い ず れ も品質管理値を満足 した。

7 台 目に 管理 値上 限（62．5cm ）に近 い 値 とな っ た 。 写真一2

に そ の 性状を示すが ， 材料分離はみ られず，ポ ン プ 圧送

に 支障 は な か っ た 。 また，JC の 空気量は，3．8〜5．0％の

範囲 で あり，ア ジ テータ 車 ドラム の 攪拌に よる 空気の 巻

込 み は実機試験時ほ ど見られ なか っ た 。

（2｝鉄筋籠 の 挿入性状

　い ずれ の 試験杭も， 杭先端か ら 3m 程度の 部分へ の 挿

入 時 にバ イ ブ レ
ー

タを使用する以外 は鉄筋籠 の 自重 と

人 力補助に よ り挿入 が 可 能で あ っ た。

　杭 3〜5に使用 した コ ン ク リ
ー

ト3台分は，B を連続

して 製造 し，現場 に搬入 した 。 した が っ て ，杭 5 へ の JC

の 打設開始時間は，杭 3，杭 4 への 打込み及び杭打ち機 の

盛替え時間 を合わせ，JBの 練 上 りか ら 210 分を経過 して

い た 。 そ の 状況下 で も ， 打込 み及び鉄癌籠の 挿入 を行 う

こ とが で きた 。 挿入完了は経時 250分で あっ た。

　以上 より，本試験練りで の 検討手法に よ り鉄筋籠 の 挿

入性の 評価 は可能で あり，また，本調合の コ ン ク リート

を用い て 夏期で の 施 工 が 可能 で あるこ とが実証 で き た 。

（3）圧 縮強 度

　標 準養 生 に お け る圧 縮強度試験 の 結果を図
一8に 示す。

　JB の 供試体採取は 1 日 1 回計 3 回行 い ，い ずれも

33N  
2
の 懺 を満肌 た 。

　JCの 強度 は材齢 28 日にお い て 33Nlmm2 を満た した が ，

同 材 齢 に お い て 杭 2 及 び杭 3 の JC は ，　 JB に 対 し 3〜4

Nl  
2
小さく，超遅延性減水剤の 添加量が 実機試験時の

半分 の C ×0、15％の 場合，実機試験 時程度の 減水効果が期

待 で きない と考 え られ る。こ の た め，JC は 実施工 時 にお

い て は 事前に 強度発現性を把握 し，強度管理材齢 の 設定

に は注 意を要す る と思 わ れ る e

　杭 2 の JC の 圧縮 強度試験結果を表
一12に示す 。 材齢

28 日の 強度 に つ い て は，現場封絨養生 は 標 準 養生 に

対 し 5．3N加 皿
2
大き く， 養生条件 に よる差 が 見られ た。

また，現場封絨養生 の 圧縮強度は材齢 56 日に お い て

も増加 し て お り，杭外周部 と比 較 し水分供給の 少 ない

杭中心 部 に お い て も これ と 同 様 な強度発 現 が 期待 で

きる と考えられ た。

　 コ ア に よ る圧縮強度 と深度 の 関係 を図
一9 に ，JC の

標準養生材齢 28 日の 強度範囲を図中 に 示す。

コ ア に よる 圧縮強度は，判定強度 で あ る 30N 〆mm2

を 全 て満足 し，標準養生材齢 28 日 の 強度 を 概ね 上 回

っ た。載荷履歴の あ る杭 2 を 除 き，強度は 深 さ方 向に

増加傾向を示 し，こ れ は，宮本ら
6｝

と同様 の 結果 で あ

り，圧密効果 が一
因 と考え られ る e

表一11JC の フ レ ッ シュ 時 の 各租性状

杭餐号
試験

回数

スランプ

（。m ）

スランプ

フロ
ー
｛cm ）

空 気量

（％ ）

コ ンクリート

温風（鴨 ）

126 ．05t55 ．o32 ，0
1225

．050 ．04 ．433 ．o
126 ．O52 ，542 34．0

2226
．053 ，53 ．93 醇o

126 ．O50 ．55 ．O34 ．O
34，5226 ．O49 ．53 ．834 ．o

327 ．061 ，54 ，033 ρ

写真一2 ス ラ ン プフ 囗一試験状況 〔61．5  ，杭 5）

60

　 50k40

≧

題 30

鯉 20
出

　 1DoJBIJB2

　　　JC2　　　JB3　　　JC3　　　JC4　　　JC5
　 　 コ ン ク リートの 種 類

　　　図
一8 圧 縮強度

表一12 圧 縮強度 （杭 2）
柄齢 28日　 　 　 　 　 　 35日　 　 　 56日

養生方法 標準 現場封縅

圧縮強霞

〔N〆 
2
）

369 42．2 44．2 48．4

o

一2

一4

　
一63

蟹　
一8

購

　
一10

一12

一14

一1625
　　30　　　35　　CO　　弱 　　　黔　　　55　　　60

　　　　 圧縮強度 （彫］h
　　　 図一9 躯体強度分布
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｛4）静弾性係数

　図一10に，構造体 コ ン ク リートの 圧縮強度 と静弾性係

数 の 関係及び比較 として 現場封絨養生の デ
ータ を示す 。

　採取 コ ア の 見掛け密度 γ は，杭頭 で 2L2 〜22，1kN／m3 ，

杭先端 で 22．1〜 23．4kN ／m3 で あ り，杭 頭 側 で 若干 小 さい

値を示 したが，その 静弾性係数は RC 規準
7）

に示 され る

硬 質砂 岩砕 石 を 用 い た 場合の 算定 曲線（k＝ 1）に 対 し，上側

に分布 した。現場封絨養生 の デ
ータに 対 して は小 さい 値

で あ り，こ れは締 固めの 違 い に よるもの と推察 され る。

〔5）充填性

　写真一3に，杭 4 の 先端 部分の 鉛 直 方 向の 断 面 を示 す。

コ ン ク リートの 充填性 は良好で あ り，骨材の 分布 に偏り

は見られなかっ た。また，ブ リ
ー

デ ィ ン グ等 に よ る骨材

下面の 空隙形成は見 られず，鉄筋 との 付着 は 良好 で ある

と考 え られ た 。 ま た，コ ア を採 取 した水 平方 向の 断 面 に

つ い て も充填性 に 特に支障の ない こ と を確認 した。

　以 上 より，本 工 法の 施工 実験 にお い て，本調合を用い

る こ とに よ り， 施工 性 ， 強度性状， 充填性 に つ い て 良好

な結果を得る こ とがで きた 。

　 35Q

耄 30
羅

鬘25

臻
　 20

特性曲線の算定式は

E43 ．5Xkx （γ／24）2xcr ／00）IA （剛！  〕
．

に よる

… …

…ゆ 蹉翠饗

：：i≡；毒1ξ≡茎；騨 雲藍：：1］：：：廳

　　コ ア 採畋供試体
15
　30　　　　35　　　　40　　　　45　　　　50　　　　55　　　　60

　　　　　　　　 圧縮ta度F　OS／  ）

　　図
一10 構造体コ ン クリ

ートの 静弾性係数

◆　椥 　 ▲ 　杭4
●　植2　▼ 　槙5
圏 杭3　0 　現封

6．まとめ

　今回 の 試験練 り及び試験杭 の 施 工 実験 に よ り得 られ

た 結果を下 記に 示す 。

（1）夏期 に お い て，流動化 剤 に加 え超遅延性減水剤 を用

　 い た コ ン ク リ
ー

トを用 い る こ とに よ り，コ ン ク リ
ー

　　ト温 度 30℃ 以 上で練上 りか ら 3 時間 以上 の 鉄 筋籠の

　 挿入性が確保で き 、 本 工 法 の 夏期施 工 が可能で ある 。

（2）施 工 した 杭 の 構造体 の 強度性 状，充填性 は良好 で あ

　 る 。

　 以 上 よ り，本 工 法 の 夏期 実現 性 の 見 通 しが 得 られ た。

　本実験 で 用い た コ ン ク リートは，杭 に 限 らず適 用 で き

るもの と考える。特 に，過密配筋部位への 適用や夏期 に

お け る コ
ー

ル ドジ ョ イ ン ト防止 な ど の 品質向上 に 寄与

で き る と考 え る。 ま た
， 普 通 コ ン ク リー トの 強度範囲 で

の 使用 が 可能 で あ り，今後 ，一
般的な部材 に も適 用 を検

討 して い き た い。
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